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10
月
４
日

に
岸
田
さ
ん

が
百
代
目
の

首
相
に
な
り

ま
し
た
。
明
日

解
散
、
10
月

31
日
が
投
票
日
で
す
。
し
か
し

自
民
党
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な

い
と
感
じ
ま
す
。
AAA
と
い
う
の

は
株
式
投
資
で
は
優
良
と
い
う

指
標
で
す
が
、
安
倍
、
麻
生
、

甘
利
が
バ
ッ
ク
に
い
て
政
策
を

進
め
て
い
る
。
森
友
も
加
計
も

金
融
所
得
課
税
も
、
発
言
の
ブ

レ
幅
が
ひ
ど
い
。
こ
れ
か
ら
も

国
民
の
期
待
を
裏
切
り
続
け
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

日
本
社
会
の
高
齢
化
が
今
後

も
進
む
中
で
、
社
会
保
障
の
負

担
と
給
付
の
見
直
し
は
避
け
ら

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
財
政
再

建
は
必
要
で
す
が
、
高
齢
者
へ

の
社
会
保
障
費
が
抑
制
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
は
ま
た

問
題
で
す
。
経
済
を
回
す
上
で
、

老
後
の
不
安
が
あ
れ
ば
財
布
の

ひ
も
は
固
く
な
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
現
在
の
政
治
に
対
す
る
不

安
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が

安
心
で
き
る
政
策
を
実
現
し
て

ほ
し
い
。 

 

連
合
推
薦
候
補
の
必
勝
を
め

ざ
し
、
選
挙
区
で
も
、
一
人
で

も
多
く
当
選
者
を
出
せ
る
よ
う
、

現
退
一
致
で
取
り
組
み
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

内
閣
府
へ
の
要
請
で
は
、
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
が

単
に
意
識
の
問
題
で
は
な
く
、

社
会
構
造
の
中
に
あ
る
と
い
う

認
識
が
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

第
２
次
組
織
拡
大
計
画
の
策

定
を
始
め
て
い
ま
す
。
現
役
と

の
協
力
を
重
視
し
つ
つ
各
組
織

の
実
態
も
踏
ま
え
、
２
年
間
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
重
ね
て

６
～
８
年
程
度
の
計
画
を
検
討

し
て
い
ま
す
。 

      

新
体
制
に
な
り
、
芳
野
新
会

長
は
「
す
べ
て
の
課
題
の
真
ん

中
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
」「
発
信
力

の
強
化
」「
底
辺
の
底
上
げ
」
を

課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

人
間
が
中
心
に
な
る
社
会
を
作

っ
て
い
き
ま
す
。
総
選
挙
で
は

連
合
推
薦
候
補
へ
の
ご
支
持
を

ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

      

８
月
に
連
合
に
来
た
ば
か
り

で
す
。
組
織
拡
大
で
も
ご
協
力

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

     
 

 

９
月
の
大
会
で
組
織
局
長
に

な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
か

ら
の
報
告 

 

本
村
常
任
幹
事 

組
織
委
員
会
か
ら
の
報
告 

 

草
野
副
事
務
局
長 
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投票に行こう!   推薦候補の全員当選で、政権交代を実現しよう！ 

人
見
会
長 

あ
い
さ
つ 

第
２
回
幹
事
会 

 

10
月
13
日
、
退
職
者
連
合
は
第
２
回
の
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
報
告
が
行
わ
れ
、
院
内
集
会
、
学
習
会

な
ど
今
後
の
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
連
合
派
遣
の
役
員
お

よ
び
自
動
車
総
連
退
職
者
会
の
幹
事
に
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。 

選
挙
区
で
一
人
で
も
多
く
の
当
選
者
を
！ 

現
退
一
致
の
取
り
組
み
を
！ 

-

人
見
会
長-

 

副会長 
山根木晴久さん 

（連合副事務局長） 

常任幹事 
宮腰雅仁さん 

（連合組織企画局長） （自動車総連 

金持史宣さん 
幹事 

退職者会） 

今回の幹事会も Webを併用して行われました 
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北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
は
縮
小
気

味
。
石
川
で
は
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
、
新
潟
は
労
福
協

と
リ
ン
ク
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
。
富
山
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

は
地
域
は
実
施
、
県
大
会
は
中

止
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
の

福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。 

 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

 

11
月
30
日
に
総
会
を
開
催
。

６
府
県
す
べ
て
か
ら
女
性
の
幹

事
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

 

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク 

 

北
海
道
高
齢
者
の
集
い
を
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
女

性
役
員
は
何
と
か
続
け
て
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
10
月
26
日
に

定
期
総
会
を
予
定
し
て
い
た
が
、

総
選
挙
の
関
係
で
延
期
し
た
。 

 

四
国
ブ
ロ
ッ
ク 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
だ
一
度
も
集

ま
れ
て
い
な
い
。
香
川
は
10
月

26
日
に
総
会
・
高
齢
者
集
会
を

や
る
予
定
。
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

活
動
も
再
開
し
て
い
き
た
い
。 

北
岡
幹
事
（
総
評
退
職
者
の
会
） 

来
年
の
次
世
代
継
承
委
員
会
の

学
習
会
の
内
容
は
幹
事
会
で
も

聞
か
せ
て
も
ら
え
る
の
か
。 

（
答
弁
） 

幹
事
会
で
議
論
す
る
機
会
を
設

け
、
意
思
統
一
を
図
っ
た
上
で

総
会
に
報
告
す
る
。 

 
柴
山
幹
事
（
農
水
退
） 

今
後
、
退
職
年
齢
が
上
が
っ
て

い
く
。
公
務
は
再
来
年
の
４
月

か
ら
上
が
り
始
め
、
最
終
的
に

は
65
歳
に
な
る
。
民
間
法
制
は

も
う
70
歳
ま
で
努
力
義
務
。
現

在
で
も
、
60
歳
定
年
後
の
再
任

用
期
間
は
組
合
員
に
な
れ
、
退

職
者
の
扱
い
も
で
き
る
。
こ
の

期
間
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
の

で
整
理
が
必
要
。 

（
答
弁
） 

確
か
に
組
織
拡
大
が
難
し
い
要

因
の
一
つ
に
定
年
延
長
が
あ
る
。

今
後
の
経
過
も
見
な
が
ら
議
論

を
進
め
た
い
。 

 

林
幹
事
（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
） 

退
職
者
に
は
「
引
退
後
は
も
う

ゆ
っ
く
り
し
た
い
」
と
い
う
意

識
が
あ
る
。
困
難
な
課
題
だ
が
、

こ
れ
を
何
と
か
し
な
い
と
退
職

者
会
は
じ
り
貧
に
な
る
。 

（
答
弁
） 

退
職
者
会
の
機
能
は
、
運
動
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
幅
広
い
活
動

を
考
え
た
い
。 

 

操
谷
幹
事
（
基
幹
労
連
シ
ニ
ア
） 

定
年
延
長
で
退
職
者
会
に
入
る

人
が
減
る
の
は
事
実
だ
が
、
そ

の
分
は
現
役
の
組
織
化
で
グ
リ

ッ
プ
す
る
わ
け
で
、
悪
い
こ
と

で
は
な
い
。
65
歳
以
上
の
退
職

者
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と

い
う
議
論
を
し
た
方
が
よ
い
。 

（
答
弁
） 

そ
の
点
も
含
め
て
議
論
し
て
、

来
年
の
総
会
に
提
案
し
た
い
。 

                    

会
場
で
の
発
言
か
ら 

  

「連合トップ等の話を聞く会」を開催 

連合本部退職者の会は、9月 30日（木）「連合トップ等

の話を聞く会」を開き、神津里季生（前）連合会長から「連

合結成 30 年の評価と安心社会実現に向けた課題」をテ

ーマに、新年度運動方針（案）に沿ってお話しを伺った。 

 神津（前）会長は、「事務局長 2年、会長 6年の計 8年

間に様々なことがあった」として、次のように話された。 

連合が取り組んできた「安心の5つの橋」が実現してい

れば、コロナ禍でもアタフタしないで済んだ。コロナ禍で

は不安定雇用や「曖昧な雇用」など多くの問題が顕在化

した。取り残した課題には、脅かされる雇用、脆弱な社会

的セーフティネットなどがある。労働運動は「対面が重

要」と改めて実感した。 

非正規労働者が 4割まで高まっている。新たな運動ス

タイルを確立し、連合が「必ずそばにいる存在」になる必

要がある。連合結成時の 800 万人が一時は 660 万人ま

で減少した。連合本部・産別・地方連合の組織拡大で現 

在は 700万人まで回復したが、一層の組織拡大が必要。

ジェンダー平等の社会づくりは、次の芳野会長に進めて

もらいたい。政治活動では、野党のバラバラ感があるが、

一定の塊ができる環境整備を行ってきた。 

参加者からは、「岸田自民党総裁は『分配』を重視して

いるが、どう見るか」「コロナ禍に対応した新たなセーフテ

ィネットを提案すべき」「立憲民主党と国民民主党は何故

一緒にならないのか」「会長は連合で何をしたかったの

か、8年間の成果と残された課題は何か」等多くの意見が

出され、熱心な意見交換が行われた。 

連合本部退職者の会 事務局次長 小島 茂 

（連合本部退職者の会よりご寄稿いただきました） 

 

神津会長を囲んで 連合本部退職者会のみなさん 

連合本部退職者の会 

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告 

  

＜社会保障学習会のご案内＞ 

 ●日時 11月 22日（月） 

     13時 30分～15 時 

 ●場所 連合会館 3階AB会議室 

 ●内容 「2040年の社会保障の姿」 

 ●講師 香取照幸さん（上智大学） 

●当日はライブ配信も行います 


